
紫雲出山（しうでやま）  

  

香川県の北西部にある荘内半島では、様々な小島が浮かぶ瀬戸内海の美しい景色を上から眺

めることができます。 中でも一番の眺めを楽しめるのが紫雲出山の山頂です。木々の生えた

頂にある展望台からは半島の両側や、本州方面の海、遠方の瀬戸大橋などを眺めることがで

きます。こうした眺めが特に素晴らしくなるのが早春ごろで、半島の何百本という桜の木々

が一斉に花咲き、丘陵をピンク色に染め上げます。桜まつりは桜の花が最も綺麗に咲く 4月

の第二日曜日に開かれます。初夏はアジサイ、ツツジ、スイセンなどの花が展望台への道を

飾り、訪れる人の目を楽しませるでしょう。 

  

紫雲出山は紀元前より戦略上の要所でした。弥生時代 (紀元前 300年から紀元後 300年) の

土器、武器、建物の土台などがこの場所より出土しており、高台が海を見張るために使われ

ていたことがうかがえます。 現在でも主要な運送の動脈となっている内海の航路を、弥生時

代以降も何世紀にもわたって高台から兵士たちが見張ってきたのです。展望台を降りてすぐ

の場所にある紫雲出山のカフェでは、東に面した大きな窓側の席に座り、店が用意した双眼

鏡を使って遠くの海を通り過ぎていく貨物船を眺めることができます。 

 


